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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公開番号】特開2017-549(P2017-549A)
【公開日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2015-119499(P2015-119499)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月28日(2018.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉可能に形成される前面枠と、その前面枠の前面に配設されると共に球を貯留するた
めの貯留領域を形成する貯留部材と、その貯留部材の貯留領域へ球を流入させる流入口と
を備えた遊技機において、
　前記流入口側の一端から他端へ向けて球を送球し前記貯留領域へ球が流入可能な通路と
して前記貯留領域の前記流入口が形成される側の側面に形成され、前記一端が前記流入口
の下面の側方に連なる連通路を備え、
　前記貯留領域の底面が前記流入口の下面よりも下方に位置し、
　前記連通路は、前記貯留領域の前記流入口側の側面を凹設した凹溝として形成され、
　前記流入口の下面の前方側は、前記貯留領域の前記流入口が形成される側の側面を介し
て前記貯留領域の底面に連なり、前記流入口の下面の前方側から流下された球が前記貯留
領域へ流下されるように形成され、
　前記流入口は、前記貯留領域の一方側に位置され、前記連通路の他端は、前記貯留領域
の一方側と反対側の他方側に位置され、
　前記連通路の他端に連なる側面は、前記貯留領域へ向かうに従い前記連通路の一端から
離間されることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　基板ボックスを備えることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　特許文献１には、貯留部材に関する構造が開示される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、貯留領域の全体に球を分散させることが困
難であるという問題点があった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点を解決するためになされたものであり、貯留領域の全体
に球を分散させやすくできる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、開閉可能に形成される前面枠と、
その前面枠の前面に配設されると共に球を貯留するための貯留領域を形成する貯留部材と
、その貯留部材の貯留領域へ球を流入させる流入口とを備えたものであり、前記流入口側
の一端から他端へ向けて球を送球し前記貯留領域へ球が流入可能な通路として前記貯留領
域の前記流入口が形成される側の側面に形成され、前記一端が前記流入口の下面の側方に
連なる連通路を備え、前記貯留領域の底面が前記流入口の下面よりも下方に位置し、前記
連通路は、前記貯留領域の前記流入口側の側面を凹設した凹溝として形成され、前記流入
口の下面の前方側は、前記貯留領域の前記流入口が形成される側の側面を介して前記貯留
領域の底面に連なり、前記流入口の下面の前方側から流下された球が前記貯留領域へ流下
されるように形成され、前記流入口は、前記貯留領域の一方側に位置され、前記連通路の
他端は、前記貯留領域の一方側と反対側の他方側に位置され、前記連通路の他端に連なる
側面は、前記貯留領域へ向かうに従い前記連通路の一端から離間される。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１記載の遊技機によれば、貯留領域の全体に球を分散させやすくすることができ
る。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１０９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１０９３】
　遊技機Ａ１からＡ１４，Ｂ１からＢ９，Ｃ１からＣ７、Ｄ１からＤ５、Ｅ１～Ｅ６、Ｆ
１からＦ１６、Ｇ１からＧ１６、Ｈ１からＨ１０及びＩ１からＩ１０のいずれかにおいて
、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロットマシンとを融合させたものであることを特徴と
する遊技機Ｋ３。中でも、融合させた遊技機の基本構成としては、「複数の識別情報から
なる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用
操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動が開始され、停止用操作
手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過することにより
、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報であること
を必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを
備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記識別情報の動的表示の開始に際しては所
定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い出されるように構成
されている遊技機」となる。
＜その他＞
　パチンコ機等の遊技機において、貯留部材（例えば、下皿）の底壁部および側壁部が前
後にスライド変位可能とされる構造が開示される（例えば、特許文献１：特開２００７－
１３６０９５号公報）。
　ここで、上述した従来の遊技機では、球抜き穴の配置の自由度が低下する。これに対し
、本願出願人は、球抜き穴の配置の自由度を確保できる遊技機を考案した（本願出願時に
おいて未公知）。しかしながら、貯留領域の大きさを十分に拡大できないという問題点が
見いだされた。
　本技術的思想は、上記例示した問題点を解決するためになされたものであり、貯留領域
の大きさをより大きく拡大できる遊技機を提供することを目的とする。
＜手段＞
　この目的を達成するために技術的特徴１記載の遊技機は、開閉可能に形成される前面枠
と、その前面枠の前面に配設されると共に球を貯留するための貯留領域を形成する貯留部
材とを備えたものであり、前記貯留部材は、底壁部と、その底壁部から立設すると共に前
記前面枠に対して近接または離間する方向へ変位可能に形成される側壁部と、前記側壁部
および側壁部の間に架設され、前記側壁部が前記前面枠に近接する方向へ変位されること
に伴って起立されると共に前記側壁部が前記前面枠から離間する方向へ変位されることに
伴って傾倒される架設部材と、を備える。
　技術的特徴２記載の遊技機は、技術的特徴１記載の遊技機において、前記側壁部は、そ
の立設方向に沿って延設される案内溝を備え、前記架設部材は、前記側壁部の案内溝に摺
動可能に挿通される案内ピンを一側に備えると共に、他側が前記底壁部に回転可能に軸支
される。
　技術的特徴３記載の遊技機は、技術的特徴２記載の遊技機において、前記架設部材は、
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最大に傾倒された状態では、前記側壁部から底壁部へ向けて下降傾斜する姿勢とされる。
＜効果＞
　技術的特徴１記載の遊技機によれば、貯留領域の大きさをより大きく拡大できる。
　技術的特徴２記載の遊技機によれば、構造を簡素化できる。
　技術的特徴３記載の遊技機によれば、球が留まることを抑制できる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１０９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１０９４】
１０　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１２，３０１２　　　　　　　内枠（前面枠）
１４　　　　　　　　　　　　前面枠
２０　　　　　　　　　　　　シリンダ錠（施錠手段）
２３　　　　　　　　　　　　払出口（流入口、第１流入口）
２３ａ　　　　　　　　　　　下面
５０，２０５０，２８０５０，２９０５０，３００５０　下皿（貯留部材）
５４，２０５４，２８０５４　底壁部材（底壁部）
３００５４ｈ　　　　　　　　回転補助部材
５５，２０５５，２８０５５，３００５５　側壁部材（側壁部）
５５１，２５５１　　　　　　第１分割体（分割体）
５５２，２５５２　　　　　　第２分割体（分割体、第２迂回路）
５５３，２５５３　　　　　　第３分割体（分割体、第２迂回路）
５５４，２５５４　　　　　　第４分割体（分割体、第２迂回路）
５５５　　　　　　　　　　　第５分割体（分割体）
５５６　　　　　　　　　　　第６分割体（分割体）
５５７　　　　　　　　　　　第７分割体（分割体）
５５１Ｘ～５５７Ｘ　　　　　第１片
２５５１Ｘ～２５５４Ｘ　　　第１片
５５１Ｙ～５５７Ｙ　　　　　第２片
２５５１Ｙ～２５５４Ｙ　　　第２片
５５２ｂ～５５７ｂ　　　　　突起部（凸部）
５５１ｃ～５５６ｃ　　　　　規制溝（凹部）
２５５２ｂ～２５５４ｂ　　　突起部（凸部）
２５５１ｃ～２５５４ｃ　　　規制溝（凹部）
５５２ｅ～５５７ｅ　　　　　第１水平部（水平部）
５５２ｆ～５５７ｆ　　　　　立設部
５５２ｇ～５５５ｇ　　　　　第２水平部（延設部）
５５２ｍ～５５６ｍ　　　　　開口部（規定手段）
２５５１ｍ～２５５４ｍ　　　開口部（規定手段）
５５２ｎ～５５６ｎ　　　　　係合片（規定手段、第１係合爪、第２係合爪）
５５２ｎ１～５５６ｎ１　　　突部
２５５２ｎ～２５５４ｎ　　　係合片（規定手段、第１係合爪、第２係合爪）
２５５２ｎ１～２５５４ｎ１　突部
５５６ｒ，５５７ｒ　　　　　規制突部（規定手段）
５５１Ｓ２，２５５１Ｓ２　　ストッパ部（係合部、被当接部、規制手段の一部）
５５４ｔ，５５５ｔ　　　　　係合凹部（規定手段）
２８０５５ｂ，２９０５５ｂ　摺動溝（案内溝）
５６，２０５６　　　　　　　内壁部材
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５６ａ　　　　　　　　　　　規制部（当接部材）
５７，２０５７　　　　　　　軸支ピン（回転軸）
２８０５９，２９０５９，３００５９　架設部材
３００５９ｆ　　　　　　　　第２分割部材
３００５９ｇ　　　　　　　　第１分割部材
２８０５９ｃ　　　　　　　　突起（案内ピン）
７７　　　　　　　　　　　　ロック機構（規定手段、禁止手段）
１００～１０４　　　　　　　基板ボックス
３３００　　　　　　　　　　第１迂回路（連通路）
３４００　　　　　　　　　　第２迂回路（連通路）
４５００　　　　　　　　　　第３迂回路（連通路）
４６００　　　　　　　　　　第４迂回路（連通路）
３３１０～４６１０　　　　　転動面
３３１１，３４１１　　　　　立壁
６７００　　　　　　　　　　第５迂回路（連通路）
６７１０　　　　　　　　　　転動面
６７１１，６７１２　　　　　流下部
７０２５　　　　　　　　　　第６迂回路（連通路）
８４００　　　　　　　　　　第７迂回路（連通路）
８４００　　　　　　　　　　転動面
８８００　　　　　　　　　　延長迂回路（連通路）
８８１０　　　　　　　　　　転動面
７０２３　　　　　　　　　　第２払出口（第２流入口）
７０２４　　　　　　　　　　送球路
９００１　　　　　　　　　　固定歯車（変位手段の一部）
９００２～９００４　　　　　歯車（変位手段の一部）
９００５　　　　　　　　　　回転アーム（変位手段の一部）
９００６　　　　　　　　　　連結アーム（変位部材）
９００６ｂ　　　　　　　　　係合片（当接部）
１０００１，１３００１，１４００１　変位壁部
１０００２　　　　　　　　　付勢ばね（付勢手段）
１０００３　　　　　　　　　保持部材（保持手段）
１２００７　　　　　　　　　張出部（変位手段の一部）
１２００８　　　　　　　　　連結ピン（変位手段の一部）
１２００９　　　　　　　　　摺動連動壁（変位手段の一部）
１５００１　　　　　　　　　操作子（規制手段の一部）
１５００２　　　　　　　　　アーム体（規制手段の一部）
１５００２ｂ　　　　　　　　係合片（規制手段の一部）
１５００３　　　　　　　　　付勢ばね（規制手段の一部）
１６００１ａ～１６００１ｄ　付勢ばね（弾性体、第２弾性体）
１９００１　　　　　　　　　摺動体
２０００１　　　　　　　　　凹欠部（排出手段）
２０００２　　　　　　　　　開口部（排出手段）
２１００１　　　　　　　　　張出壁（送球手段）
２２００１　　　　　　　　　第１張出壁（送球手段）
２２００２　　　　　　　　　第２張出壁（送球手段）
２３００１　　　　　　　　　凹溝（第２迂回路）
Ｊ，Ｊ２　　　　　　　　　　治具
ｃ　　　　　　　　　　　　　受入部
ＳＰ　　　　　　　　　　　　ねじりバネ（付勢手段）
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